第５学年　組　　　道徳学習指導案　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　指導者　
平成　　年　月　　日（　）　　第　時限　　　５年　組教室
１　主題名　　みんなの役に立つ〔４－(３)社会的役割の自覚と責任〕　　
２　資料名　　「歩道にとめられた自転車」（明心Ｐ８２～８５）
３　主題について
（１）児童観
　　　本学級では、委員会活動や清掃活動などみんなのために進んで働く姿をよく見かけるが、先日の資源回収では、「面倒くさい」「どうして自分がやらなければならないの」「先生がやれというから」といった、自己中心的な考えで意欲的に参加できない児童が何人かいた。そこで、社会に役立つ働きをすることの大切さや喜びを感じ取らせながら、社会に役立とうとする気持ちを高めさせていきたい。
（２）主題観
高学年になると、学校や地域における様々な場面において、自分の立場や役割を自覚して責任を果たすことを要求されるようになる。このような時期に、身近な集団や社会の中で、自分の役割を果たそうとしたり、社会の一員として、主体的に協力し助け合おうとしたりする気持ちを育てることが大切である。そこで、本資料でつい自己中心的な行動に走ってしまいがちな心情から、社会の一員として自覚と責任をもって行動することのすばらしさに気付く主人公・清美の心情の変化を読み取らせながら、社会の一員として自覚をもち、社会に役立とうとする気持ちを高めさせていきたい。
（３）指導観
　　　「中心発問」では、迷いながらもだれかがやらないと困ってしまうことに気付いていく清美の心の動きをワークシートに書かせながら、じっくりと考えさせていきたい。また、「価値の内面的な自覚」では自分の行為や心を見つめながら、人のために役立った経験をワークシートに書かせることで、周りの人たちのために役立つことをしたいという思いを更に深めていきたい。
４　指導計画　１時間完了
５　本時の指導
（１）本時のねらい
　　　社会の一員としての自覚をもち、社会に役立とうとする気持ちを高める。
（２）教科や行事との関わり
　　　　　　                                                                   　





（３）準備・資料
　　教師　場面絵　ワークシート　資源回収の写真　板書カード
（４）指導過程
	段　
	分
	学習活動・主な発問と予想される児童の反応
	形資
	手だて及び留意点

	意　　識　　化　　　　　　　　価
	４
４

５
	１　資源回収で、周りの大人や友達に助けてもらって、うれしかった経験を思い出す。
・　たくさんあった資源を何度も車で運んでくれた。　
　・  たくさんの案内の手紙を配るのに手伝ってくれた。
２　資料の範読を聞き、話し合う。
（１）教師の範読を聞く。
（２）友子がバス停の横に自転車をとめたとき清美が
	斉

写真
斉

場面絵
１～４
斉
	○　資源回収のときの写真を提示し困ったときに、助けてもらってうれしかったことを思い出させる。
○　資料「歩道にとめられた自転車」を範読によ
り聞かせ、場面絵を用いて、あらすじを確認する。
○　社会のルールは分かっているものの、周り

	　　　値　　　　の　　　　追　　　　求　　　　・　　　　把　　　　握
	12

６
	　　「まあいいか」と思ったのは、なぜか話し合う。
・　みんなも、とめているから。
　・　面倒くさいし、もうすぐバスが来るから。
　・　自分もときどき自転車をとめているから。
（３）友子が自転車を置きに行っている間の清美はどんなことを考えていたかを話し合う。
・　私が他の人の自転車をどかさなくてもいい。
　・　車いすの人は大変そうだ。　
　・　早く友子が帰ってきてくれないかな。
　・  誰かがやらないと車いすの人は困ってしまう。
　・　私が自転車をどかしてあげようかな。
（４）車いすの男性がにこにこしながらこちらを見ていたとき、清美はどんなことを感じたのかを話し合う。

・　自転車を整理してよかった。
  ・　喜んでもらえてよかった。
  ・　困っている人を助けることって気持ちがいいな。
	場面絵１
個

↓

斉

場面絵２

場面絵３
ワーク

シート

斉

場面絵４


	　の人に流されて自分勝手で無責任な行動をとってしまう清美の気持ちを捉えさせる。
○　車いすの人のために、自転車をどかして通路をあけようか迷いながらも、だれかがやらないと　困ってしまうことに気づいていく清美の心の動きをじっくり考えさせる。
○　清美がおかれている状況を確認する。
○　机間指導をし、価値の低い者から発表させる。
○　補助発問や切り返しの発問をして、児童の心を揺さぶる。
○　清美も自然と自転車の整理をしたことを確認する。
○　地域の人たちの役に立つことの大切さや喜びを感じ取っている清美の心情を捉えさせる。

	価値の内面的な自覚
	10
	３　周りの人のために役に立った経験を発表し合う。

・　休んだ友達の代わりに係の仕事をしたとき、みんなの役に立ってよかった。
・  図書委員会で低学年に読み聞かせをしたとき、喜んでくれたのでうれしかった。
	個
↓

斉

ワークシート

	○　係・委員会・縦割り班活動・通学団などで役に立った経験を思い出させて書かせる。

	まとめ
	４
	４　周りの人たちのために役に立つことについて、教師の話を聞く。
	斉
	○　自分たちも社会に役立つことができるんだ、という希望や勇気を与えるようにする。


（５）板書計画

６　反　省　　
７　高　評
行事との関わり


・資源回収　・福祉実践教室


・野外教育活動


　大人や友だちに助けてもらったり教えてもらったりする経験から、社会の一員として役立ちたいという気持ちを高める。





本時の授業


〈関連〉


「合唱コンクール」（６年）





教科との関わり


【総合的な学習の時間】


　「地域美化活動」「松明づくり」


地域の活動や地域の人に助けてもらったり教えてもらったりする経験から、地域の人の役に立ちたいという気持ちを高める。





人とのかかわりを大切にし、共に高め合おう





教科や行事との関わり





主な発問





中心発問





○　資源回収で、お家の人や地域の人に助けてもらって、うれしかったことは、どんなことがありますか。





友子がバス停の横に自転車をとめたとき、清美


が「まあいいか」と思ったのは、なぜでしょう。





友子が自転車を置きに行っている間、清美はど


　んなことを思っていたのでしょうか。





車いすの男性がにこにこしながらこちらを見て


いたとき、清美はどんなことを感じたのでしょうか。





○　周りの人のために役に立った経験はありませんか。また、そのとき、どんな気持ちになりましたか。





場面絵４





 　車いすの男性がにこにこしている





場面絵３





　友子が自転車を置きに行っている間





清美が「まあいいか。」と思ったのは、


なぜか。





場面絵１





場面絵２





歩道にとめられた自転車


（みんなの役に立つ）














　　　　








　　　　


　　　　・めんどうくさいから。


　　　　・自分もみんなもとめているから。


　　　　・もうすぐバスが来るから。
































　　　　・車いすの人が大変そうだ。


　　　　・自分がどかそうかな。


　　　　・だれかがやらないと、こまって


しまう。














　　　　・自転車を整理してよかった。


　　　　・人を助けることって気持ちいいな。














